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Ⅰ．次世代自動車を取り巻く環境と次世代自動車の概要

１．運輸部門におけるＣＯ２排出量 ··································································（  １）
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  １）主要国の電動化評価基準 ·······································································（ ３）

  ２）日本 ·································································································（ ６）

  ３）欧州（ＥＵ）······················································································（ ８）

  ４）米国 ·································································································（ １３）

  ５）中国 ·································································································（ １５）

４．日・欧・米・中・韓 主要カーメーカーにおけるエンジン車（ＩＣＥＶ）生産販売終了目標年 ··（ １７）

５．日・欧・米・中・韓 主要カーメーカー１７社の電動化とＥＶ販売目標（2030 年･2035 年） ··（ １８）
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  １）次世代自動車とは何か ··········································································（ ２６）

  ２）部品業界のターニングポイントはいつか···················································（ ２７）

８．次世代自動車において「使われる部品」・「使われなくなる部品」······················（ ２８）

  １）パワートレイン・ドライブトレイン系部品················································（ ２８）

  ２）シャシー・ボディ系部品（ステアリング，ブレーキ，アクセル，電装品など） ···（ ３３）

９．主要部品リスト（部品名・材種・工法）······················································（ ３６）

Ⅱ．パワートレイン分野

１．電動化パワートレインに使われる部品概要···················································（ ４９）

  １）パワートレイン電動化レベルと概要·························································（ ４９）
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  ３）パワートレインの電動化と部品業界に与える影響 ·······································（ ５５）

  ４）パワートレインシステム構成と補機類使用状況（フルＨＥＶ・ＰＨＶ・ＥＶ・ＦＣＶ） ···（ ５７）

２．電動化により影響を受ける冷却・潤滑・熱管理システムと部品の動向················（ ５８）

  １）冷却・潤滑・電源・燃料供給システムの概要 ·············································（ ５８）

  ２）冷却（水冷・油冷・空冷）システムと使用部品の動向 ·································（ ６０）

  ３）潤滑・冷却システムの電動化動向 ···························································（ ６２）

  ４）潤滑システムの電動化と油冷化の動向······················································（ ６３）

  ５）ＥＶにおける電動コンプレッサによるバッテリー冷却の動向 ························（ ６４）

  ６）ＥＶにおける熱管理モジュールの開発動向················································（ ６５）

  ７）駆動モータ・インバータ・バッテリー冷却技術の動向 ·································（ ６６）

  ８）ＨＥＶにおける排ガス熱利用の動向·························································（ ７１）
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  ２）水素エンジンの概要 ·············································································（ ７４）

  ３）水素エンジン車の開発事例 ····································································（ ７６）

目   次目   次目   次
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  ３）高効率化に向けた開発動向 ····································································（１１６）
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単位：千台，％

2018 2019 2020 2021 2022 2019 2020 2021 2022

ICEV Ｇ・Ｄ 74,990 69,440 57,510 56,030 52,640 92.6 82.8 97.4 93.9

４８Ｖ－ＨＥＶ 30 170 440 530 550 566.7 258.8 120.5 103.8

フルＨＥＶ 2,490 2,880 2,950 3,600 3,730 115.7 102.4 122.0 103.6

ＰＨＶ 770 920 1,000 1,970 2,960 119.5 108.7 197.0 150.3

ＥＶ 1,520 1,790 2,100 4,870 7,920 117.8 117.3 231.9 162.6

ＦＣＶ △ △ △ △ △ ― ― ― ―

計 4,810 5,760 6,490 10,970 15,160 119.8 112.7 169.0 138.2

79,800 75,200 64,000 67,000 67,800 94.2 85.1 104.7 101.2

2023 2024 2030 2035 2040 2023 2024

ICEV Ｇ・Ｄ 50,770 48,510 39,330 32,230 26,850 96.4 95.5

４８Ｖ－ＨＥＶ 2,510 5,140 10,550 14,290 15,920 456.4 204.8

フルＨＥＶ 5,900 7,580 8,080 8,370 8,350 158.2 128.5

ＰＨＶ 5,010 6,370 10,400 12,520 15,470 169.3 127.1

ＥＶ 10,210 11,490 17,400 22,800 29,840 128.9 112.5

ＦＣＶ △ 10 40 90 170 ― ―

計 23,630 30,590 46,470 58,070 69,750 155.9 129.5

74,400 79,100 85,800 90,300 96,600 109.7 106.3

単位：％

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030 2035 2040

ICEV Ｇ・Ｄ 94.0 92.3 89.9 83.6 77.6 68.2 61.3 45.8 35.7 27.8

４８Ｖ－ＨＥＶ 0.0 0.2 0.7 0.8 0.8 3.4 6.5 12.3 15.8 16.5

フルＨＥＶ 3.1 3.8 4.6 5.4 5.5 7.9 9.6 9.4 9.3 8.6

ＰＨＶ 1.0 1.2 1.6 2.9 4.4 6.7 8.1 12.1 13.9 16.0

ＥＶ 1.9 2.4 3.3 7.3 11.7 13.7 14.5 20.3 25.2 30.9

ＦＣＶ ― ― ― ― ― ― 0.0 0.0 0.1 0.2

計 6.0 7.7 10.1 16.4 22.4 31.8 38.7 54.2 64.3 72.2

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0全体

市場規模（内訳）

市場規模（実数） 対前年比

市場規模（実数）

全体

全体

EPTV

EPTV

EPTV

対前年比

４．パワートレイン種類別市場規模とエンジン市場

  １）パワートレイン種類別市場規模（世界／日本：２０１８～２０４０年予測）

  ■世界

  パワートレインの電動化は２０１８年で６.０％、２０２４年で３８.７％、２０３５年で６４.

３％、２０４０年で７２.２％まで拡大、ＦＣＶとＥＶが全体の中で３１.１％を占める。

   ２０４０年時点でもエンジン依存度が６８.９％と高いが、２０３５～２０４０年にかけて一

期に脱エンジンへの流れが加速、２０５０年頃にはガソリン・ディーゼルエンジンのみを搭載す

る車は途上国など一部となり、先進国の新車市場ではガソリン・ディーゼルエンジンのみで走る

車は姿をほぼ消してしまう。
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  ４）電動アクスルの採用車と納入マトリクス

部品メーカー カーメーカー 車種 出力

Ｎｉｄｅｃ

（日本電産）

ＳＡＩＣ Ａｉｏｎ Ｓ １５０ｋＷ

Ａｉｏｎ ＬＸ １５０ｋＷ

Ａｉｏｎ Ｖ １５０ｋＷ

Ａｉｏｎ Ｙ １００ｋＷ

Ａｉｏｎ Ｈｙｐｅｒ ＧＴ ２５０・２８０ｋＷ

Ｇｅｅｌｙ Ｇｅｏｍｅｔｏｒｙ Ｃ １５０ｋＷ

Ｇｅｏｍｅｔｏｒｙ Ａ １５０ｋＷ

Ｚｅｅｋｒ ００１ ２００ｋＷ

ＧＡＣ ＨＹＣＡＮ ００７ １００ｋＷ

ＧＡＣ（三菱） Ａｉｒｔｒｅｋ １３５ｋＷ

ＧＡＣ・ＨＯＮＤＡ ＥＡ６ １５０ｋＷ

ＧＡＣ・ＴＯＹＯＴＡ ｉＡ５ １５０ｋＷ

Ｊｅｅｐ Ａｖｅｒｇｅｒ １１５ｋＷ

Ｂｌｕｅ Ｎｅｘｕｓ トヨタ Ｃ－ＨＲ ＥＶ １５０ｋＷ

ＩＺＯＡ ＥＶ １５０ｋＷ

ｂＺ４Ｘ １５０/８０ｋＷ

アイシン トヨタ レクサス ＵＸ ３００ｅ １５０ｋＷ

Ｖｉｔｅｓｃｏ Ｐｅｕｇｅｏｔ ｅ－２０８ １５０ｋＷ

Ｏｐｅｌ ＣＯＲＳＡ－ｅ １５０ｋＷ

Ｈｙｕｎｄａｉ Encino，Lafesta １５０ｋＷ

ＺＦ Ｍｅｒｃｅｄｅｓ ＥＱＣ １５０ｋＷ ×２

Ｂｏｒｇ Ｗａｒｎｅｒ Ｆｏｒｄ Mastang Mach-E

Ｇｅｅｌｙ Ｚｅｅｋｒ

ＡＡＭ Ｊａｇｕａｒ ｉ－Ｐａｃｅ

ＢＹＤ ＢＹＤ ＡＴＴＯ ３ １５０ｋＷ

ＳＥＡＬ １６０・２３０ｋＷ

   Ｎｉｄｅｃは中国系ＥＶで先行、ＧＡＣ，ＳＡＩＣ，Ｇｅｅｌｙに納入、またＧＡＣやＳｔｅｌ

ｌａｎｔｉｓとは電動アクスルで合弁企業を設立している。

    Ｖｉｔｅｓｃｏは２０１９年中に中国で電動アクスルの量産に着手、搭載車はＥＶで２０２０年

より本格的に市場投入されることから、電動アクスルの市場は２０２０年以後、本格化していく。

当初はＥＶ、その後、ＰＨＶにも拡大、中国から電動アクスルは世界に広まっていく。１５０ｋＷ

クラスで２.０Ｌガソリンターボエンジンと同等のパワーをもつ。

    電動アクスルはＥＶの他、ＰＨＶやフルハイブリッド（シリーズ方式）での採用が期待されて

いる。市場としては中国と欧州から市場が立ち上がる。中国のトランスミッションメーカー大手

のＺｈｅｊｉａｎｇは日立アステモと電動アクスルで提携、トヨタも中国市場向けＥＶのＣ－Ｈ

Ｒ・ＩＺＯＡで電動アクスルを採用するなど特に中国系ＥＶでの急拡大が期待される。
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単位：千台，％

2018 2019 2020 2021 2022 2019 2020 2021 2022

４８Ｖ－ＨＥＶ 30 170 440 530 550 566.7 258.8 120.5 103.8

フルＨＥＶ 2,490 2,880 2,950 3,600 3,730 115.7 102.4 122.0 103.6

ＰＨＶ 800 950 1,030 2,000 3,000 118.8 108.4 194.2 150.0

ＥＶ 1,530 1,800 2,110 4,890 7,940 117.6 117.2 231.8 162.4

ＦＣＶ △ △ △ △ △ ― ― ― ―

合計 4,850 5,800 6,530 11,020 15,220 119.6 112.6 168.8 138.1

2023 2024 2030 2035 2040 2023 2024

４８Ｖ－ＨＥＶ 2,510 5,140 10,550 14,290 15,920 456.4 204.8

フルＨＥＶ 5,900 7,580 8,080 8,370 8,350 158.2 128.5

ＰＨＶ 5,060 6,430 10,500 12,670 15,670 168.7 127.1

ＥＶ 10,240 11,580 17,600 23,100 29,280 129.0 113.1

ＦＣＶ △ 10 40 90 170 ― ―

合計 23,710 30,740 46,770 58,520 69,390 155.8 129.6

単位：％

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030 2035 2040

４８Ｖ－ＨＥＶ 0.6 2.9 6.7 4.8 3.6 10.6 16.7 22.6 24.4 22.9

フルＨＥＶ 51.3 49.7 45.2 32.7 24.5 24.9 24.7 17.3 14.3 12.0

ＰＨＶ 16.5 16.4 15.8 18.1 19.7 21.3 20.9 22.5 21.7 22.6

ＥＶ 31.5 31.0 32.3 44.4 52.2 43.2 37.7 37.6 39.5 42.2

ＦＣＶ ― ― ― ― ― ― 0.0 0.1 0.2 0.2

合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

市場規模（内訳）

市場規模（実数） 対前年比

市場規模（実数） 対前年比

  ７）インバータ・ＤＣ／ＤＣコンバータ市場規模（世界／日本：２０１８～２０４０年予測）

※４８－ＨＥＶ インバータは電池パック内蔵・一体化

  ※フルＨＥＶ ＰＣＵ（インバータ＋ＤＣ／ＤＣコンバータ）

  ※ＰＨＶ・ＥＶ・ＦＣＶ インバータ ２ＷＤ １個／台

              ＡＷＤ ２個／台（フロント・リア）

  ※ＥＶ用ＤＣ／ＤＣコンバータ 単体ユニット ｏｒ ＯＢＣ一体化

  ■世界
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９）自動運転レベル別市場規模・搭載率（世界／日本：２０１８～２０４０年予測）

■自動化レベル別生産台数（世界）

単位：千台

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030 2035 2040

自動化なし ０ 60,000 52,400 39,700 37,900 36,700 37,500 36,700 22,100 9,200 3,700

運転支援 １ 16,600 18,500 19,100 22,300 23,600 27,400 30,800 40,600 48,000 44,900

高度運転支援 ２ 3,200 4,300 5,200 6,800 7,500 9,500 11,600 22,100 31,300 43,300

３ わずか わずか わずか わずか 900 1,600 3,700

４ わずか わずか わずか わずか わずか わずか 100 200 1,000

完全自動運転 ５

79,800 75,200 64,000 67,000 67,800 74,400 79,100 85,800 90,300 96,600

■自動化レベル別搭載率（世界）

単位：％

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030 2035 2040

自動化なし ０ 75.2 69.7 62.0 56.6 54.1 50.4 46.4 25.8 10.2 3.8

運転支援 １ 20.8 24.6 29.8 33.3 34.8 36.8 38.9 47.3 53.2 46.5

高度運転支援 ２ 4.0 5.7 8.1 10.1 11.1 12.8 14.7 25.8 34.7 44.8

３ 1.0 1.8 3.8

４ 0.1 0.2 1.0

完全自動運転 ５

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

■自動化レベル別対前年比（世界）

単位：％

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2030 2035 2040

自動化なし ０ ― 87.3 75.8 95.5 96.8 102.2 97.9 ― ― ―

運転支援 １ ― 111.4 103.2 116.8 105.8 116.1 112.4 ― ― ―

高度運転支援 ２ ― 134.4 120.9 130.8 110.3 126.7 122.1 ― ― ―

３ ― ― ― ―

４ ― ― ― ―

完全自動運転 ５ ― ― ― ―

― 94.2 85.1 104.7 101.2 109.7 106.3 ― ― ―

全体

運転自動化レベル

部分自動運転

全体

運転自動化レベル

部分自動運転

全体

運転自動化レベル

部分自動運転
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４）パワーステアリングの電動化により「使われる部品」，「使われなくなる部品」

  主要構成部品と使われる部品，使われなくなる部品

ＨＰＳ
機械式油圧ポンプ，ポンププーリ―，リザーバタンク，コントロールバルブ，パワー

シリンダ，油圧ホース（プレッシャー，サクション，リターン）

ＨＥＰＳ
電動油圧ポンプ，ポンププーリ―，リザーバタンク，コントロールバルブ，パワーシ

リンダ，油圧ホース（プレッシャー，サクション，リターン），ＥＣＵ，トルクセンサ

ＥＰＳ モータ，減速機，ＥＣＵ，トルクセンサ

   ＨＰＳ・ＥＰＳの長所／短所

ＨＰＳ

長所 長い歴史を持ち技術が確立されているのでＥＰＳよりも安価に生産可能

基本的な構成部品点数が少なく信頼性が高い

出力が大きいので重量級の大型車にも使用できる

ステアリングフィールが自然

短所 長年の使用でオイル漏れの可能性あり

エンジンが始動中つねに油圧ポンプが作動するので燃費に影響する

構成部品が車種専用となり製造原価が高くなり易い

エンジン回転数と発生する油圧が比例するため停車時や低速では十分なアシ

ストを得られないことがある

ＥＰＳ

長所 動力源がモータのため電流のオン・オフで制御が可能

油圧ポンプやホースが不要なため省スペース化が可能

構成部品はモータと制御ＲＯＭで車種間での部品共有化を進めることができる

短所 油圧式と比較するとアシスト量が少なく、重量級大型車には不向き

モータを保護する回路が働くとハンドルが重くなることがある

大電流を使うため容量の大きなバッテリーやオルタネータが必要

操舵フィーリングに違和感

   ＨＰＳからＥＰＳへの移行はステアリングシステムにおける脱油圧となり、部品に大きな影

響を与える。油圧ポンプ，コントロールバルブ，パワーシリンダ，リザーバタンクなどの油圧

回路用部品はＥＰＳ化に伴い使われなくなり、代わってモータ，減速機，トルクセンサが使わ

れる。全般的にＨＰＳからＥＰＳへ移行すると部品点数は減少，軽量化する。
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